
 

令和５年度 名古屋市立工芸高等学校 学校評価について 
 

各分掌重点目標・達成状況・課題など 

 

総務部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

分掌・教科・学科を横

断した業務の精選や

見直しを行い、合理的

な運営体制を整える。 

様々な部署を横断し

ている業務を俯瞰的

にとらえ、目的・内

容・構成等を確認し、

煩雑化している部分

については積極的に

見直し等を提案する。 
Ａ 

公式ウェブサイトの運営を

広報企画部に業務移管し、合

理的な運営体制に整えた。各

種アンケートを紙媒体から

デジタル化することによっ

て、回答から集計作業までの

流れを効率化することがで

きた。 

学期末アンケートについて、

仕分け方法や取り扱いのル

ールを確立する等、運用方法

を見直し、より効率的で質の

高いアンケートを実施でき

た。 

今後も ICT の積極的な活用

により、アナログベースの

業務をデジタル化させ、業

務効率化を推進する。 

様々な部署の業務が、円滑

な学校運営につながるよう

に、業務内容の整理や見直

し等、積極的に提言してい

く。 

学校全体のＩＣＴ環

境をさらに充実させ、

安定した運営体制の

システムを構築して

いく。 

教科学科、各分掌や授

業において、安定した

ＩＣＴ環境を実現さ

せるべく、インフラ整

備の充実を推進する。 

ＩＣＴ支援員と協力

し、メンテナンス業務

の安定した運営体制

を構築する。 

Ａ 

校内ネットワークを含めた

ICT 環境については、大きな

トラブルやエラーもなく、安

定した運用ができた。 

ICT 支援員と協力すること

で、生徒・教員の日常的なサ

ポート、メンテナンス業務

等、安定した体制を構築でき

た。 

今後実施される機器更新に

向け、校内のインフラ設備

の準備を進めていく。 

安定した ICT 環境と運営体

制を維持し、学校のＤＸ化

を推進していく。 

 

教務部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

新学習指導要領に基

づいた観点別評価に

ついて、円滑な運用・

協議・研究を進める。 

今年度から 1,2年生で

観点別評価導入とな

る。評価の時間を可能

な限り確保し、慎重に

協議のうえ、成績を付

けるようにする。 

Ｂ 

特に大きな問題はなく観点

別評価に取り組めている。 

R６年度は新学習指導要領

の完成年度となる。観点別

評価による生徒の学習状況

の推移が、最終的な生徒の

評価に生かされるよう研究

を進めたい。 

校務支援システムの

運用・研究を進める。 

複数人を係として校

務支援システムにつ

いて研究し、成績処理

や要録への円滑な運

用を目指す。 

Ａ 

処理自体は円滑に運用でき

ている。微調整がその場限り

の対応となることもあり、総

合的に深い研究には至って

いない。 

係が様々な課題に個別に対

応しており、係任せになっ

ている。長期的な視野での

円滑な運用を目指していき

たい。また各証明書への対

応は引き続き今後の課題で

ある。 



 

生徒指導部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

基本的生活習慣を確

立させる。 

・遅刻時の声かけによ

る様子の確認。 

・担任、学年会と情報

共有をした上で、面

談やゆとり登校を

実施。 

・関係各所との情報共

有。 

Ｂ 

生徒面談や担任との情報交

換をすることで、生徒の現状

を把握できる場合もあり、基

本的生活習慣の定着に向け

たかかわりを持てる生徒も

いた。 

遅刻に対して改善の意思が

低い生徒もおり、また遅刻

理由の内容が多様化してき

ている。多様な生徒が増え

てきているため、様々なと

ころに協力を仰ぎ、多方面

からの指導を行うことがで

きるような仕組みづくりを

検討していく必要がある。 

学校全体で情報共有

は行える体制を継続

し、生徒が安心・安全

に過ごすことができ

るよう努める。 

・各担当中心に、担任

や学年会と定期的

に情報の確認を行

う。 

・学校全体での情報共

有をいじめ等対策

委員会で行う。 

Ａ 

・学年会の情報を生徒指導部

内でも共有することで、指

導に生かすことができた。

また、いじめ等対策委員会

でも共有を行ったことで、

学校全体での情報共有を

行う体制を継続すること

ができた。 

・職員向けに人権教育研修の

報告を行い、職員の人権意

識を高めることができた。 

・学校全体で情報の共有を

行える体制を継続してい

く。 

・職員の人権意識を高める

ことを行っていく。 

 

生徒会部 

 

 

 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

生徒同士が学校生活

の課題解決に向けて、

計画立案や役割分担

をし、協力して自主

的、実践的に取り組む

ことへのサポートを

委員会や部活動を通

して継続しておこな

う 

 

・生徒の意見を受け付

ける「工芸生の声」

だけでなく、生徒が

声をあげる機会を

設け、生徒が積極的

に生徒会活動に参

加できる環境を作

る。 

・各委員会で年間の計

画を立案し取り組

むだけでなく、次年

度へ向けた振り返

りができる時間を

確保する。 

Ａ 

・「節分企画」といった形で

生徒会執行部がイベント

を企画し、学校に対する改

善点を受けつけることが

できた。 

・各委員会で振り返りを行う

時間を設けることができ

次年度に向けた反省がで

きた。 

・要望を言うだけでなく、

生徒が主体的に生徒会活

動を通して問題解決でき

る仕組みづくりが必要で

ある。 

・各委員会で挙げた反省点

を次年度のメンバーが引

継げるような体制づくり

が必要である。 

生徒会執行部と各委

員会が連携を強化し

て委員会活動を行い、

生徒が生徒会活動や

学校行事に主体的に

取り組む体制を整え

る 

・生徒が中心となり、

行事の企画や運営

を行う 

・執行部が各委員会に

参加し連携を図る 
Ｂ 

・各委員会活動や学校行事に

おいて、生徒自身が主体的に

企画を検討し、運営すること

ができてきた。 

・執行部と各委員会間の連

携を確立し、生徒会全体

として目標に向かって取

り組み、充実した生徒会

活動を行っていくよう努

める。 

・これまで以上に生徒自身

が委員会活動を自主的・

自発的に行えるようサポ

ートしていく。 



 

進路指導部 

 

保健部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題 

委員会の生徒が中心

となって美化や衛

生、保健に関する意

識を全校生徒で高

め、健康的な学校生

活が送れるよう指

導・助言する。 

保健委員によるほけん

だよりの作成、講話実施

に向けた掲示物の企画、

アンケート集計等、委員

会活動を通し、自ら保健

に関する活動を行う意

識づけ。 

Ａ 

ほけんだよりや性講話、いの

ちの講話の掲示物作成等、生

徒主体で保健に関する活動

を行うことができた。また、

校内からのごみの削減のた

め、ごみ持ち帰りの呼びかけ

などを実施した。 

継続的に、生徒自ら心身

の健康に留意し、自己で

健康管理を実施していく

ことができるよう指導・

助言する。 

日々の学校生活の様

子、こころの SOS な

どを通じて悩みを抱

える生徒の情報を集

め、サポート体制を

整えると共に講話を

通していのちの大切

さを伝えていく。 

 

教育相談係と養護教諭

を中心に、教員同士が密

に連携を取り、見守りが

必要な生徒の早期発見

を図る。 

こころの SOS や様々な

講話の実施を SC と連携

して行う。 
Ａ 

養護教諭、教育相談係を中心

に情報収集を行い、SCによる

教員向けの講話や事例検討

会を実施し、教育相談に役立

てることができた。いのちの

講話内容がより生徒に伝わ

るよう、学年ごとにいのちの

講話を実施し、相談すること

や相談場所になることの大

切さ、相談場所は近くにある

ということを伝えた。また SC

と連携し、講話のアンケート

をもとに SC との面談を実施

した。 

今年度同様、様々な活動

から生徒の様子を知り、

教員同士や SCと密に連携

を取ることで、見守りが

必要な生徒の早期発見や

生徒のサポート体制を整

える。 

また、継続的に講話等を

実施し、教育相談につな

がる活動を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

本校におけるキャ

リア教育の確立と、

その効果的な手立

てを研究し実践す

る。 

3年間を通した進路指

導計画方針を作成し、流

れや目的を確認しなが

ら、各行事の見直しを図

る。 

Ｂ 

キャリア教育に関わる進路

行事が、3年間を通してどの

ように積み重なっていくか

を整理し、見直すことができ

た。 

生徒がそれぞれの課題に

向き合い、進路選択へ意

識を高めるきっかけとな

るような仕掛けを考えた

い。 

生徒が自らの能

力・適性や個々の成

果に合った進路選

択ができるように

サポートする。 

生徒が自身の適性や希

望などを見つめ直す機

会を提供し、個々の進路

選択に合わせたサポー

トをする。 

Ａ 

生徒が探究活動や職業適性

検査の結果などを踏まえ、自

らの進む道を選択できるよ

うに、担任や学科の協力を得

てサポートすることができ

た。外部ツールの活用も効果

的に進んでいる。 

進路選択に向けて、わか

りやすい資料を提供・提

示しながら、細やかなサ

ポートをしていく。必要

に応じて企業や大学、専

門学校などの外部と連携

を図る。 



 

図書部 

 

広報企画部 

 

工務部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

特色ある工業教育

（デザイン・ものづ

くり）を実現するた

めの施策を展開して

いく。 

スクールアイデンティ

ティ「ONE BY DESIGN」

に基づき、工芸高校ら

しさを体現できる魅力

的なカリキュラムの在

り方を研究、検討して

いく。 

Ｂ 

教科研究会や教育課程研究

集会を通して新しいカリキ

ュラムについて情報交換を

行ない、必要な実習設備の整

備を進めることができた。 

カリキュラム完成年度を

迎えるにあたって、より

実践的な課題が実施でき

るよう、PC 室ほか実習設

備の見直しなどを引き続

き検討する。 

産学官連携事業

（KOGEI DESIGN 

OFFICE）の活動を展

開していく。 

KOGEI DESIGN OFFICE 

の活動がより活発にな

るように検討を重ね、

環境整備を進めてい

く。 
Ａ 

各学科の協力のもと、数多く

の外部連携に取り組み実績

を積み重ねられた。また、競

技大会での活躍等も含め、新

聞等メディアへの露出も多

く、工芸高校の活躍を広く PR

することができた。 

引き続き案件受け入れ基

準の策定などをすすめ、

KDO 活動ほか工業科の課

外活動について持続可能

な形を検討する。 

 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度の課題・改善 

図 書 館 の 設 備 充

実  

生涯を通じて読書に親

しむ習慣を身に付けら

れるよう、図書の選定を

行い、図書館の設備を充

実させる。 

Ｂ  

生徒向けの図書を積極的

に購入したが、昨年度か

らの新しいシステムを活

用した取り組みが、不十

分であった。  

新 シ ス テ ム で の 各 教

員の研修を行い、十分

に 活 用 で き る よ う に

していく必要がある。

また、カーテンなど、

本 を 守 る た め の 設 備

の充実も求められる。 

生徒・教員に向け

た 図 書 館 の 利 用

促進 

掲示板の利用や、図書館

通信の充実を図り、広報

活動を活発化させる。 Ａ  

昨年度設置した掲示板に

加え、写真掲示板を新設

したり、新たにキャラク

ターを募集して、広報活

動を積極的に行った。  

広 報 活 動 や 行 事 な ど

の運営を、生徒の委員

会 を 主 体 に 行 っ て い

け る よ う 指 導 し て い

きたい。 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

安定した受験生確

保のため、様々なイ

ベントを企画・発信

する。 

・部活動見学会を開催す

る。 

・公式 SNSを設置する。 

・WEB サイトを検討す

る。 
Ｂ 

・部活動見学会を開催し、多

くの中学生にアピールで

きた。 

・インスタグラム、X を設置

し、様々な取り組みを発信

できた。 

・WEB サイトは現在進行中で

ある。 

・WEBサイトや SNSを通し

て、有益な情報を多く

発信する。 

関係部署との連携

を図り、安定した受

検生の確保のため

の情報収集・分析を

行い、活用方法を検

討する。 

・中学校訪問の企画・立

案・まとめ 

・進路説明会、上級学校

説明会の対応 

・入学案内、学校パンフ

レットなどの製作 

Ａ 

・多くの中学校での進路説明

会を実施することができ

た。 

・学校パンフレットの製作を

早い段階より取り組むこ

とができた。 

広報活動の対象を整理

し、対象にあった発信方

法を検討する。 

 



学校生活アンケート（全校）　　　令和元年度から令和5年度の比較 教務部資料

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

クラスの友人関係はうまく行っている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

先生に気軽に質問や相談をすることができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

楽しいと思う生徒会行事や学校行事がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

部活動など学校生活で打ち込めるものがある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

自分の学校生活に意義を感じている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

高校生になって中学生のときより自分の将来の目標がも

てるようになった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

楽しいと思う授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

ためになると思える授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

自分には好きな科目がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

入学したときと比べて好きな科目が増えた

凡例

とても思う まあ思う

あまり思わない まったく思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

自信のもてる教科がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

分かりやすい授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

内容が工夫された授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

学力が少しずつ向上してきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

人前で発表することが得意になった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

将来に向け何を学習したらよいか分かってきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

いろいろな体験ができる機会があり、自分自身の視野

が広がった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

将来を考える機会が多くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

私は価値のある人間だと思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

R01

努力すれば大体のことができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

自分が優秀だと思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R05

R04

R03

R02

私は先生に優秀だと認められている


